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１ 第１号被保険者の推移（北九州市） 

北九州市における第１号被保険者の推計では、65歳以上の合計では令和３（2021）年度の29

万２千人をピークとして、その後は減少する見込みです。一方で要介護認定率が高くなる75歳以

上の後期高齢者は今後も増加し続け、その中でも85歳以上は、令和17(2035)年度には約７万１千

人になることが予想されます 

 

 

 
 

２ 要介護認定者数の推移（北九州市） 

本市における要介護認定者数の推計では、全体数は今後も緩やかに増加を続け、令和17（2035）

年頃にピークの約７万３千人となる見込みです。また、高齢者人口に対する後期高齢者人口の占

める割合の増加等により、要介護認定率も同様に令和17年度まで上昇することが見込まれます。 

 

 ●要介護認定者数及び要介護認定率の推移（北九州市） 

  ※第２号被保険者を除く 

 

 

●第１号被保険者の推移（北九州市） 
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３ 介護サービス利用者数の見込み（北九州市） 

介護保険制度が開始された平成12（2000）年度以降の推移を見ると、全体の介護サービス利用

者は、要支援１・２の介護サービスの一部が地域支援事業へ移行したこと等により一旦減少しま

した。しかし、本市では今後も後期高齢者人口の増による要介護認定者数の増加等を要因として、

介護サービスの利用者数が引き続き増加する見込みであり、令和７（2025）年度には全体で５万

人を超え、令和17（2035）年度には、５万３千人弱になることが見込まれます。 

 

●サービス利用者の見込み（北九州市） 

 

 

４ 整備目標数算定に当たっての基本的な考え方 
 
○ 国の「第９期介護保険事業計画の基本方針」を踏まえながら、いわゆる団塊ジュニア世代

が６５歳以上となる令和 ２２（２０４０）年を見据え、本市の実情に応じた介護サービス基盤
の整備に努めるとともに、地域包括ケアシステムの深化・推進に取り組む。 

 
○ 介護サービス基盤の整備においては、人口構造の変化や技術進歩等に対応した質の高

い介護サービスを提供できるよう、人材確保・人材育成の充実や、ICT・介護ロボット等を活
用した介護現場の働き方改革などの取り組みを支援し、持続可能なサービス提供体制の
確保に努める。 

 
○ また、施設整備にあたっては、地域の介護等の拠点施設として、地域交流スペース等を

活用した地域との連携に取り組む地域に開かれた施設づくりを推進する。 
 
○ 高齢者が介護や医療が必要となっても、自らの意志で自分らしく、住み慣れた地域で療養

しながら安心して暮らしていけるよう、地域密着型サービスの整備を推進する。 
 

○ 整備量については、今後の高齢化の推移、待機者の状況、市民ニーズ、既存施設の整備

状況、医療計画との整合性等を踏まえながら、 給付と負担のバランスにも留意し、様々な

状況の変化に対応できる介護サービス提供体制の確保に努めるとともに、在宅サービス等

も含めた広い視点で必要なサービスの検討を行い設定する。 

 

５ 具体的な整備方針 

認知症対応型共同生活介護 （認知症高齢者グループホーム）   

〇今後の認知症高齢者の推移や老朽化等により廃止する事業所の状況等を考慮し、現在の

床数維持のため、認知症対応型共同生活介護を整備する。 

○整備にあたっては、新設、増床などの手法を検討する。 

特定施設入居者生活介護 （介護専用型・混合型） ※地域密着型を含む 

〇施設の老朽化等により廃止する事業所の状況等を考慮し、現在の床数維持のため、特定

施設入居者生活介護を整備する。 

○本市の将来を見据えて、生産性の向上、介護人材の育成、科学的介護の推進などの課題

に対応できる施設の整備を行う。 

○整備にあたっては、新設や既存施設の有効活用の観点から転換などの手法も含め検討す

る。 
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地域密着型サービス（施設・居住系を除く） 

〇高齢者が、医療や介護が必要となっても、自らの意志で自分らしく、住みたい場所で在宅生

活を継続できるよう、地域密着型サービス（定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模

多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護）の整備を推進する。 

 

サービス別の整備目標数〔必要利用定員〕 

単位：人、（ ）内は施設数 

 
R5年度末 
整備数 

R6～R8 年度

整備目標数 
R8年度末 
整備数 整備方法 

認知症対応型共同生活介護 
（認知症高齢者グループホーム） 

2,361 

*(150) 

45 

 

2,406 

 

新設と増床に 

よる整備 

特定施設入居者生活介護 

（介護付き有料老人ホーム等） 
  3,076   128 3,204 

新設と転換等に 

よる整備 

小規模多機能型居宅介護 （45） （1）  (46) 新設による整備 

看護小規模多機能型居宅介護 
（複合型サービス） 

（3） （3） (6) 新設による整備 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 （18） （3） (21) 新設による整備 

＊ 開設予定のものを含む。 
※ R８年度末整備数の事業所数について、公募にて選定予定の事業所以外は含まない。 

※ 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）、介護老人福祉施設、介護医療院については、令和６

～令和８年度において新たな整備は行わない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


